【声明】　安倍暴走政治ストップ！憲法が生きる社会と政治へ！
─施行70周年の憲法記念日にあたって
　日本国憲法は今日、施行70周年を迎えました。1947年5月3日、アジアの人々と日本国民に多大な犠牲をもたらした第二次世界大戦の筆舌に尽くせない惨禍を教訓に、日本と世界の平和と民主主義の世論と運動を反映し、主権在民、平和主義、基本的人権の尊重、議会制民主主義、地方自治、の原則を盛り込んだ日本国憲法が施行されました。国民は、これを歓迎し、その前途に希望をふくらませました。しかしその後の70年間は、連綿と続いた対米従属の支配層による解釈と明文の改憲攻撃とのせめぎあいの連続であり、国民はこのたたかいを通じ、日本国憲法の先駆性・先進性に確信を深め、いまだに憲法の改悪を許していません。
　しかし、改憲の攻撃がかつてなく強まるなかで、70回目の憲法記念日を迎えています。安倍政権は、集団的自衛権を認めないとしたこれまでの憲法解釈すら否定して、2016年7月の参議院選挙で得た、衆参院ともに3分の2を超える議席をタテに明文改憲への執念をエスカレートさせているからです。
　それは日米同盟を地球規模で展開するためです。安倍首相は、化学兵器の使用を口実にしたシリア爆撃を行ったり、度重なる北朝鮮の挑発行動によって緊張が高まる朝鮮半島情勢に対して軍事的圧力を強める米国への支持を表明しているだけではありません。
紛争が続く南スーダンへの派兵、「米艦防護」など、自衛隊の海外での武力行使に具体的に踏み出す政策を強めています。
　今、安倍政権は、沖縄の辺野古と高江での基地建設の強行、軍事費の異常な拡大、原発の再稼働、労働法制の大改悪、福祉の切り下げ、教育への介入、教育勅語の復活、そしてさらに、国民の内心の自由を侵害する現代版治安維持法というべき共謀罪新設をめざしています。アメリカと一緒に戦争するための国づくりに他なりません。
　しかし、安倍暴走政治と国民の矛盾は極限に達しています。南スーダンからの自衛隊の撤収は戦争政策の明確な破たんです。そして、何よりも戦争法に反対する運動のなかで、立憲主義擁護のかつてない市民と野党の共同が実現し、平和と民主主義を守る力が広がっています。安倍政権を打倒し、それにかわる新しい政治の実現への展望を示すものです。
国民がいま求めていることは、20世紀以来の世界史の太い流れを反映した先駆的・先進的な憲法の諸規定を、くらし、社会、政治の隅々まで生かすことです。日本国憲法が真に実現されるならば、戦争違法化の世界の流れを大きく前進させるだけでなく、今、核兵器の違法化へ進みつつあるもとで、個人の尊厳が守られ、真に平和で豊かな充実した国民の生活を実現することができます。
　憲法会議は、施行70年の憲法記念日にあたり、憲法を力に、安倍政権を打倒し、暴走政治と戦争への道をストップさせ、9条改憲、明文・解釈にわたるあらゆる改憲策動を許さず、憲法を社会と政治に生かすために、たたかうことを呼びかけます。
2017年5月3日 
　　　　　　憲法会議（憲法改悪阻止各界連絡会議）
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